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３．概要 

 「地域交通ネットワークの目指すべき姿」の整理に向け、鉄軌道や駅の位置づけ

について意見交換を行い、部会として次のとおり取りまとめた。 

・県内全ての市町村に鉄道駅があるという富山県の特性を生かし、鉄軌道を「骨

格」、市町村が立地適正化計画などに位置付けた鉄道駅を「拠点」とし、地域交

通サービス全体の最適化を図る 

・「骨格」「拠点」としてウェルビーイングの向上につながるサービスの提供に向

け、関係者間の役割分担・責任分担の協議を進める 

・鉄道駅に地域の拠点としての機能を持たせ、「地域の財産」として活用していく 

・「骨格」「拠点」としての機能を発揮させるため、市町村の都市政策・まちづく

りとの連携・整合を図る 

○意見交換（主なもの） 

・鉄軌道は、環境にやさしく、大量輸送や定時性、速達性などの観点から、移動

のクオリティが優れている。 

・15市町村すべてに鉄道が走る富山県の強みを生かし、地域交通ネットワークの

「骨格」として鉄軌道にふさわしいサービス水準をもたせるべき。 

・現行の事業者のサービス水準の上乗せとなるサービス水準については、自治体

が主体的に検討してほしい。 

・地域の実態によっては、鉄道駅は交通結節点以外の機能を持つことも大事。た

だし、市町村のまちづくりと一体的に進めなければうまくいかない。 

・市町村が策定する立地適正化計画に鉄道駅を位置づけ、都市機能誘導区域等に

含めるなど、鉄道を生かすまちづくりによって好循環が生まれるようにしてい

く必要がある。 

・各地域が求める鉄道のサービス水準や内容、また、まちづくりにおける鉄道駅

の位置付け等について、市町村にヒアリングしてみてはどうか。 

・交通部局だけでなく、医療、福祉、教育、環境、地方創生、さらには道路部局

など他分野との予算の連携・後押しを進めていくべき。 
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